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二
〇
〇
九
年
十
一
月
、
纏
向
遺
跡
の
発
掘
概
要
が
奈
良
県
桜
井
市

教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
、
東
西
に
直
線
状
に
並
ぶ
建
物
群

の
配
置
関
係
や
桁
行
・
梁
行
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
も
、

建
物
Ｄ
と
名
付
け
ら
れ
た
東
西
四
間
（
一
九
・
二
㍍
）
×
南
北
四
間

（
一
二
・
四
㍍
）
の
大
型
建
物
は
「
卑
弥
呼
の
宮
殿
か
」
と
す
る
見

解
も
あ
り
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
で
い
る
。

実
は
、
筆
者
に
と
っ
て
も
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
極
め
て
衝
撃
的
な

も
の
で
あ
っ
た
。
待
ち
に
待
っ
て
い
た｢

尺
度
を
語
り
得
る
最
古
の

遺
跡｣

が
こ
こ
に
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
何
よ
り
も
、
整
然
と
し
た

配
置
関
係
と
大
型
建
物
Ｄ
の
桁
行
・
梁
行
の
計
測
値
は
、
従
前
の
古

墳
な
ど
の
計
測
値
に
較
べ
る
と
、
精
度
の
点
で
、
は
る
か
に
良
質
で

あ
る
。
早
速
、「
纏
向
遺
跡
第
一
六
六
次
調
査
現
地
説
明
会
資
料
」（
桜

井
市
二
〇
〇
九
）
を
入
手
し
解
析
を
試
み
た
。

そ
し
て
、
そ
の
解
析
結
果
も
衝
撃
的
で
あ
っ
た
。
と
に
か
く
、
こ

の
建
物
群
は
、纏
向
地
区
に
存
在
す
る
纏
向
石
塚
古
墳
、矢
塚
古
墳
、

東
田
大
塚
古
墳
、
ホ
ケ
ノ
山
古
墳
、
箸
墓
古
墳
、
さ
ら
に
は
近
辺
に

あ
る
崇
神
陵
（
行
燈
山
古
墳
）、
景
行
陵
（
渋
谷
向
山
古
墳
）、
桜
井

茶
臼
山
古
墳
、
メ
ス
リ
山
古
墳
な
ど
と
共
に
、
完
全
な
形
で
「
古
韓

尺
」
で
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
上
、
解
析
の
過
程
で
得
ら
れ
た
「
後
漢
尺
」
や
「
魏
尺
」
が

「
纏
向
遺
跡
で
は
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
」
と
い
う
結
論
は
、
纏
向

遺
跡
の
年
代
観
に
つ
い
て
も
貴
重
な
資
料
を
提
供
し
得
る
こ
と
が

判
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
研
究
内
容
は
、当
然
、レ
フ
リ
ー
付
き
の
「
研
究
誌
」

新あ
ら 

井い  

宏ひ
ろ
し

（
数
理
考
古
学
者
・

　
　
　
　
　
　
　
　
前
韓
国
国
立
慶
尚
大
学
招
聘
教
授
）

「
古
韓
尺
」
で
作
ら
れ
た
纏
向
大
型
建
物
群

―
尺
度
が
語
る
年
代
観
と
高
句
麗
と
の
関
連
―
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に
投
稿
す
る
の
が
筆
者
の
立
場
で
あ
る
。し
か
し
、そ
の
場
合
に
は
、

掲
載
ま
で
に
か
な
り
の
時
間
を
要
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
少
し
で

も
早
く
紹
介
し
た
い
。
そ
の
結
果
と
し
て
、『
邪
馬
台
国
』
に
掲
載

を
お
願
い
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
内
容
的
に
は
全
て
、
研
究
誌
へ
の
論
文
に
準
じ
て

い
る
が
、
読
み
易
さ
も
考
慮
し
、
一
部
の
出
典
の
紹
介
を
簡
略
化
し

た
り
、
解
説
等
も
付
け
加
え
た
記
述
と
し
て
い
る
。

１　

纏
向
建
物
群
の
計
測
値

今
回
、
発
掘
さ
れ
た
纏
向
建
物
群
は
、
纏
向
遺
跡
で
も
比
較
的
古

い
段
階
（
庄
内
式
期
）
の
遺
跡
が
密
集
す
る
部
分
に
あ
る
。
現
地
説

明
会
資
料
に
よ
れ
ば
、
建
物
群
は
西
か
ら
建
物
Ａ
、
建
物
Ｂ
、
建
物

Ｃ
、
建
物
Ｄ
と
名
付
け
ら
れ
、
そ
の
主
軸
が
ほ
ぼ
直
線
上
に
あ
る
。

紙
面
の
関
係
で
、
現
地
説
明
会
資
料
の
内
、
建
物
の
主
要
部
分
に
つ

い
て
の
み
図
１
に
示
す
。

こ
れ
ら
建
物
群
の
計
測
値
に
つ
い
て
は
、
縮
尺
か
ら
も
知
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
そ
の
主
要
部
分
に
つ
い
て
は
、
本
文
中
で
も
明
記
さ

れ
て
い
る
。
全
て
の
数
値
を
抜
書
き
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。建

物
Ａ　

	

東
西
（
梁
行
）		

四
・
八
㍍

建
物
Ｂ　

	

南
北
（
桁
行
）	

五
・
二
㍍	
	

	

東
西
（
梁
行
）		

四
・
八
㍍

建
物
Ｃ	

南
北
（
桁
行
三
間
）		

八
・
〇
㍍	

	
	

東
西
（
桁
行
二
間
）			

五
・
三
㍍

建
物
Ｄ	

南
北
（
桁
行
四
間
）	　
　
　

一
九
・
二
㍍	

	
	

東
西
（
梁
行
二
間
）			

六
・
二
㍍	

	
	

　
　
　
　

東
西
は
四
間
一
二
・
四
㍍
に
復
元

	

建
物
Ｂ
と
建
物
Ｃ
の
間
隔	

	

五
・
二
㍍

	

建
物
Ｃ
と
建
物
Ｄ
の
間
隔	

	

六
・
四
㍍

こ
の
他
、
建
物
Ｂ
と
建
物
Ｃ
を
囲
む
よ
う
な
形
で
柵
が
検
出
さ
れ

て
お
り
、
図
測
を
す
る
と
建
物
Ｂ
の
部
分
の
柵
間
隔
は
八
・
〇
㍍
、

建
物
Ｃ
の
部
分
の
柵
間
隔
（
復
元
）
は
二
六
・
八
㍍
で
あ
る
。

以
下
、
示
さ
れ
た
計
測
値
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
尺
度
が
用
い

ら
れ
た
か
検
討
す
る
。

な
お
、
偶
然
の
こ
と
で
は
あ
ろ
う
が
、
弥
生
中
期
の
池
上
曾
根
大

型
掘
立
柱
建
物
の
桁
行
も
一
九
・
二
㍍
で
あ
る
。
し
か
し
、
池
上
曾

根
の
場
合
、
柱
の
間
隔
が
不
定
で
あ
り
、
尺
度
を
論
ず
る
の
に
隘
路

と
な
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
今
回
は
直
接
言
及
し
な
い
が
、
今

後
の
た
め
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。

２　

検
証
す
べ
き
尺
度

纏
向
遺
跡
の
時
代
を
考
え
る
と
、
検
討
す
べ
き
中
国
系
の
尺
度
は

「
後
漢
尺
」
と
「
魏
尺
」
と
「
晋
尺
」
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
前
後
す

る
「
前
漢
尺
」
と
「
南
朝
尺
」
を
加
え
て
、『
中
国
歴
代
度
量
衡
考
』
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図
1　
纏
向
遺
跡
第
16
6
次
と
第
20
次
・
第
16
2
次
調
査
の
配
置
図
（
一
部
）
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尺長（cm） 前漢尺 後漢尺 魏尺 西晋尺 東晋尺 南朝尺
22.0
22.1
22.2 1
22.3
22.4
22.5
22.6
22.7
22.8 3
22.9 1 4
23.0 5 15
23.1 1 6
23.2 2 6
23.3 1 10
23.4 8
23.5 1 10
23.6 1 6
23.7 5
23.8 3 3
23.9 1
24.0 1 1
24.1 1
24.2 1 1 2
24.3 1 1
24.4
24.5 1 4 1
24.6
24.7 1
24.8 2
24.9 1 1
25.0 1
25.1
25.2 1

表 1　検討すべき中国尺の尺長分布（cm）

（
丘
一
九
九
二
）
に
基
づ

き
、
出
土
尺
な
ど
の
尺
長

の
分
布
を
整
理
し
た
の
が

表
１
で
あ
る
。

中
国
の
尺
度
が
時
代
と

共
に
長
尺
化
し
て
い
る
状

況
や
、
同
一
時
期
で
あ
っ

て
も
、
地
域
差
な
ど
に

よ
っ
て
一
～
二
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
の
差
が
存
在
し
て
い

た
こ
と
を
見
て
と
る
こ
と

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
後
漢
尺
に
つ

い
て
は
、
そ
の
大
部
分
が

二
三
・
三
㌢
前
後
に
集
中

し
て
い
る
の
で
、
代
表
値

と
し
て
、
こ
の
値
を
採
用

す
る
こ
と
に
は
問
題
な
い

で
あ
ろ
う
。
一
方
、
魏
尺

に
つ
い
て
は
、
長
尺
化
の

最
中
に
あ
り
、
初
期
に
は
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二
三
・
八
㌢
、
西
晋
に
近
づ
く
と
二
四
・
三
㌢
に
な
っ
て
い
る
。
必
ず

し
も
安
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
一
応
二
四
・
〇
㌢
と
し
て

置
く
。

な
お
、
中
国
と
は
別
に
、
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
は
、
筆
者
の
提
唱

し
て
い
る
「
古
韓
尺
」
が
存
在
し
て
い
た
。
高
句
麗
の
四
世
紀
の
積

石
古
墳
に
明
瞭
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
推
定
す
る
と
、
そ
の
始
ま
り

が
三
世
紀
以
前
に
あ
っ
た
こ
と
は
十
分
に
予
測
で
き
る
。
そ
の
尺
長

は
二
六
・
七
㌢
で
あ
る
。

以
上
、
整
理
す
る
と
、
検
討
す
べ
き
尺
度
は
、
後
漢
尺
の

二
三
・
三
㌢
、
魏
尺
の
二
四
・
〇
㌢
、
古
韓
尺
の
二
六
・
七
㌢
の
三
種

類
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
建
物
の
尺
度
を
検
討
す
る
場
合
は
、「
尺
の
単
位
」

の
み
で
は
な
く
、
そ
の
上
位
単
位
の
「
間
」
や
「
歩
」
に
つ
い
て
も

検
討
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。
中
国
や
日
本
の
度
量
衡
史
を
見
れ

ば
、
柱
間
に
つ
い
て
は
「
尺
」
が
基
本
で
あ
る
が
、
建
物
の
大
き
さ

に
は
「
間
」
や
「
歩
」
が
併
用
さ
れ
て
い
る
。「
間
」
も
「
歩
」
も

各
尺
度
の
六
尺
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
後
漢
尺
の
歩
は
一
・
四
〇

㍍
、魏
尺
の
歩
は
一
・
四
四
㍍
、古
韓
尺
の
歩
は
一
・
六
〇
㍍
で
あ
り
、

建
物
に
つ
い
て
は
「
尺
」
の
他
に
「
歩
」
で
も
一
致
し
て
い
る
こ
と

が
、
よ
り
整
合
性
が
高
い
と
見
な
せ
る
の
で
あ
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
地
を
測
る
場
合
は
、
中
国
で
も
日
本
で
も

「
尺
」
を
使
用
し
た
例
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、
記
録
に
よ
る
か
ぎ
り
基

本
的
に
は
「
歩
」
で
あ
る
。
魏
志
倭
人
伝
で
も
卑
弥
呼
の
冢
は
百
歩

と
表
現
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
は
、
古
墳
の
尺
度
論
に
お
い
て
、
墳
丘
長
二
〇
〇
〇

尺
と
か
後
円
部
径
一
〇
〇
〇
尺
な
ど
と
す
る
主
張
が
あ
る
が
、
度
量

衡
史
の
見
地
か
ら
は
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
そ
の
よ
う

な
主
張
を
す
る
に
当
っ
て
は
、
地
を
測
る
の
に
「
尺
」
が
用
い
ら
れ

た
事
例
に
つ
い
て
事
前
に
検
証
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
報
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
従
前
の
主
張

に
も
配
慮
し
な
が
ら
、
纏
向
の
建
物
や
古
墳
の
尺
度
問
題
を
検
討
す

る
。３　

纏
向
建
物
群
と
後
漢
尺
・
魏
尺
・
古
韓
尺
の
関
係

纏
向
の
建
物
群
に
お
い
て
示
さ
れ
た
十
一
種
類
の
計
測
値
に
つ
い

て
、
後
漢
尺
、
魏
尺
、
古
韓
尺
の
適
合
状
態
を
検
討
し
て
表
２
の
上

欄
部
分
に
示
す
。

一
致
度
の
評
価
に
当
っ
て
は
、
柱
間
の
場
合
は
「
尺
単
位
」
ま
で

を
原
則
と
し
、
一
〇
・
五
尺
や
一
一
・
五
尺
な
ど
は
採
用
し
な
い
。
ま

た
。
柱
間
よ
り
も
大
き
い
建
物
の
総
桁
行
や
相
互
間
の
距
離
に
つ
い

て
も
「
尺
単
位
」
を
原
則
と
す
る
が
、
三
三
尺
と
か
五
二
尺
な
ど
の

場
合
は
、
三
〇
尺
と
か
五
〇
尺
の
場
合
よ
り
一
致
度
が
劣
る
と
見
な

す
の
は
当
然
で
あ
る
。
た
だ
し
、
例
え
ば
、
一
八
尺
、
三
六
尺
、

四
八
尺
な
ど
の
場
合
は
、
上
位
単
位
の
三
歩
、
六
歩
、
八
歩
と
な
る

の
で
、
む
し
ろ
良
い
一
致
と
見
な
す
。
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表
２
に
は
、
各
尺
度
に
よ
る
復
元
案
を
示
し
、
そ
の
復
元
長
と
報

告
数
値
の
差
を
考
慮
し
な
が
ら
、
総
合
判
定
を
◎
、
○
、
×
で
示
し

て
い
る
。
◎
は
文
句
な
し
の
一
致
、
×
は
全
く
一
致
し
な
い
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。

以
下
、
各
尺
度
に
つ
い
て
の
適
合
状
況
に
つ
い
て
示
す
。

［
後
漢
尺
］　

最
も
重
要
な
建
物
Ｄ
の
桁
行
が
全
く
一
致
し
て
い

な
い
ば
か
り
で
な
く
、
全
体
と
し
て
も
◎
が
一
つ
も
な
く
、
使
用
さ

れ
た
形
跡
を
全
く
認
め
な
い
。
こ
の
こ
と
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
極

め
て
大
き
い
。
も
し
、
中
国
尺
の
使
用
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
纏

向
遺
跡
、特
に
建
物
Ｃ
と
建
物
Ｄ（
資
料
に
よ
れ
ば
庄
内
式
期
古
相
）

の
築
造
時
期
は
、
後
漢
期
に
遡
る
こ
と
は
な
く
、
西
暦
二
二
〇
年
頃

以
降
の
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は
庄
内
式
期
を
二
世
紀
代
の
始
ま
り
と

す
る
多
く
の
見
解
に
矛
盾
す
る
。

［
魏
尺
］　

全
体
的
に
見
て
、
建
物
群
に
関
し
て
は
、
非
常
に
良

く
一
致
し
て
い
る
。こ
の
限
り
で
は
、魏
尺
案
は
十
分
に
成
立
す
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
魏
尺
が
二
四
・
〇
㌢
に
到
達
し

た
時
期
で
あ
る
。
尺
度
の
長
尺
化
現
象
を
考
慮
す
る
と
、
二
四
・
〇

㌢
の
尺
長
は
魏
の
中
期
、
す
な
わ
ち
卑
弥
呼
遣
使
の
西
暦
二
四
〇
年

頃
に
使
わ
れ
始
め
た
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
う
な
る
と
卑
弥
呼
遣

使
の
時
に
持
ち
帰
っ
た
尺
を
使
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ

う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
庄
内
式
期
の
古
相
は
西
暦
二
四
〇
年
以
降

に
位
置
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
現
行
の
年
代
観
と
大
き
な
乖
離
を

生
ず
る
。
し
た
が
っ
て
、
魏
尺
説
と
庄
内
式
期
の
始
ま
り
を
二
世
紀

と
す
る
説
は
両
立
し
得
な
い
。

［
古
韓
尺
］　

尺
の
単
位
ば
か
り
で
な
く
歩
の
単
位
で
も
古
韓
尺

が
良
く
一
致
し
て
い
る
。
建
物
Ｄ
の
梁
行
で
は
、
や
や
疑
問
の
結
果

と
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
六
・
二
㍍
に
対
し
て
〇
・
二
㍍
の
差
異

で
あ
り
、計
測
値
の
誤
差
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。そ
れ
を
除
け
ば
、

完
全
と
言
え
る
ほ
ど
良
く
一
致
し
て
お
り
、
魏
尺
の
場
合
よ
り
も
一

致
度
が
高
い
。
す
な
わ
ち
、
古
韓
尺
が
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
極
め

て
高
い
の
で
あ
る
。

４　

纏
向
型
古
墳
と
後
漢
尺
・
魏
尺
・
古
韓
尺
の
関
係

今
回
発
掘
さ
れ
た
纏
向
遺
跡
の
周
辺
に
は
、
纏
向
型
古
墳
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
纏
向
石
塚
古
墳
、
矢
塚
古
墳
、
東
田
大
塚
古
墳
を
初

め
と
し
て
、
ホ
ケ
ノ
山
古
墳
、
箸
墓
が
あ
り
、
纏
向
古
墳
群
を
形
成

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
古
墳
に
つ
い
て
も
、
纏
向
建
物
群
と
同
一
系

の
尺
度
が
用
い
ら
れ
た
と
す
る
の
が
尺
度
論
で
は
常
識
で
あ
り
、
前

項
と
同
様
に
、
後
漢
尺
、
魏
尺
、
古
韓
尺
の
「
歩
」
に
つ
い
て
、
古

墳
の
墳
丘
長
、
後
円
部
径
、
前
方
部
長
の
三
項
目
の
適
合
状
態
を
整

理
し
て
表
２
の
中
欄
部
分
に
示
す
。

検
討
の
基
礎
と
な
る
古
墳
の
計
測
値
に
つ
い
て
は
、
報
告
書
に

よ
っ
て
多
少
差
異
が
あ
る
の
で
、
恣
意
的
に
な
る
こ
と
を
避
け
る
た

め
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
『
集
成
』
と
し
て
示

さ
れ
た
値
を
と
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
纏
向
石
塚
古
墳
の
場
合
は
第
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	纏向建物跡の構成 長さ
（ｍ）

後漢尺（23.3cm） 差
適
合

魏尺（24.0cm） 差
適
合

古韓尺（26.7cm） 差
適
合尺 歩 m 尺 歩 m 尺 歩 m

	A 建物 東西 4.8 20 4.7 0.1 ○ 20 4.8 0 ◎ 18 3 4.8 0 ◎

	B 建築 南北 5.2 22 5.1 0.1 ○ 22 5.3 0.1 ○ 20 5.3 0.1 ○
東西 4.8 20 4.7 0.1 ○ 20 4.8 0 ◎ 18 3 4.8 0 ◎

	C 建築 東西 	3 間 8.0 33 7.7 0.3 × 33 8.0 0 ○ 30 5 8.0 0 ◎
南北 	2 間 5.3 22 5.1 0.2 × 22 5.3 0 ○ 20 5.3 0 ◎

	D 建築 桁行 	4 間 19.2 80 19.6 0.4 × 80 19.2 0 ◎ 72 12 19.2 0 ◎
梁行 	2 間 6.2 26 6.1 0.1 ○ 26 6.2 0 ○ 24 4 6.4 0.2 ○

建物 B と建物 C の間隔 5.2 22 5.1 0.1 ○ 22 5.3 0.2 × 20 5.3 0.1 ○
建物 C と建物 D の間隔 6.4 27 6.3 0.1 ○ 27 6.5 0.1 ○ 24 4 64.0 0 ◎
建物 B の両側の柵間 8.0 33 7.7 0.3 × 33 8.0 0 ○ 30 5 8.0 0 ◎

建物 C 部の柵間 26.8 115 26.8 0 ○ 110 26.4 0.4 × 100 26.7 0.1 ◎
纏向石塚
（第 9 次

調査）

墳丘長 96 70 98 2 ○ 65 94 2 ○ 60 96 0 ◎
後円径 64 45 63 1 ○ 45 65 1 ○ 40 64 0 ◎
前方長 32 25 35 3 × 20 29 3 × 20 32 0 ◎

纏向矢塚
墳丘長 96 70 98 2 ○ 65 94 2 ○ 60 96 0 ◎
後円径 64 45 63 1 ○ 45 65 1 ○ 40 64 0 ◎
前方長 32 25 35 3 × 20 29 3 × 20 32 0 ◎

東田大塚
墳丘長 96 70 98 2 ○ 65 94 2 ○ 60 96 0 ◎
後円径 64 45 63 1 ○ 45 65 1 ○ 40 64 0 ◎
前方長 32 25 35 3 × 20 29 3 × 20 32 0 ◎

箸墓
（第 7 次

調査）

墳丘長 288 200 280 8 ○ 200 288 0 ◎ 180 288 0 ◎
後円径 160 110 154 6 × 110 158 2 ○ 100 160 0 ◎
前方長 128 90 126 2 ◎ 90 130 2 ○ 80 128 0 ◎

ホケノ山
墳丘長 80 60 84 4 × 55 79 1 ○ 50 80 0 ◎
後円径 55 40 56 1 ○ 40 58 3 × 35 56 1 ○
前方長 25 18 25 0 ◎ 17 24 1 ○ 15 24 1 ○

行燈山
（崇神陵）

墳丘長 242 170 238 4 ○ 	170 245 3 ◎ 150 240 2 ◎
後円径 158 100 154 4 ○ 	110 158 0 ◎ 100 160 2 ◎
前方長 84 60 84 0 ◎ 	60 86 2 ○ 50 80 4 ×

渋谷向山 *
（景行陵）

墳丘長 300 210 294 6 ○ 	210 302 2 ◎ 185 296 4 ×
後円径 170 120 168 2 ◎ 	120 173 3 ○ 105 168 2 ○
前方長 130 90 126 4 × 	90 130 0 ◎ 80 128 2 ○

渋谷向山 **
（景行陵）

墳丘長 289 210 294 5 ○ 	200 288 1 ◎ 180 288 1 ◎
後円径 165 120 168 3 ○ 	110 158 7 × 100 160 5 ×
前方長 130 90 126 4 × 	90 130 0 ◎ 80 128 2 ○

桜井
茶臼山

墳丘長 207 150 210 3 ○ 	140 202 5 × 130 208 1 ◎
後円径 110 80 112 2 ○ 	75 108 2 ○ 70 112 2 ○
前方長 97 70 98 1 ◎ 	65 94 3 × 60 96 1 ◎

メスリ山
墳丘長 224 160 224 0 ◎ 	160 230 6 × 140 224 0 ◎
後円径 128 90 126 2 ○ 	90 130 2 ○ 80 128 0 ◎
前方長 96 70 98 2 ○ 	70 101 5 × 60 96 0 ◎

大仙陵
（仁徳陵）

墳丘長 486 350 490 4 ◎ 	340 490 4 ◎ 300 480 6 ◎
後円径 244 170 238 6 ○ 	170 245 1 ◎ 150 240 4 ○
前方長 242 170 238 4 ○ 	170 245 3 ○ 150 240 2 ◎

表 2　後漢尺、魏尺および古韓尺の纏向遺跡への適合度

原則として古墳の合致度の判定は、完数尺で誤差が 1.5% 以下の場合を◎、完数度は劣るが誤差が 1.5% 以下の場合
と完数尺で誤差が 3% 以下の場合を○、それ以外を × とする。
渋谷向山古墳の場合、* 印は末永雅雄『日本の古墳』1961、** は末永雅雄『古墳の航空大観』1975 による。小澤一雄『前
方後円墳の数理』1988 でも、墳丘長 289m、後円部径 163m を採り、『航空大観』に近く、箸墓と同形か。
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九
次
調
査
（
桜
井
市
二
〇
〇
六
）
の
最
新
結
果
を
、
箸
墓
の
場
合

も
第
七
次
調
査
に
示
さ
れ
た
寺
沢
薫
の
見
解
（
寺
沢
二
〇
〇
二
）、

す
な
わ
ち
墳
丘
長
二
九
〇
㍍
（
従
来
は
二
八
二
㍍
）、
後
円
部
径

一
六
五
㍍
（
従
来
は
一
五
七
㍍
）
を
参
照
し
て
、
綜
合
的
に
判
断
し

た
数
値
を
示
し
て
い
る
。

解
析
結
果
を
要
約
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

［
後
漢
尺
］　

纏
向
建
物
群
と
同
様
に
、
纏
向
型
の
古
墳
の
場
合

も
、
後
漢
尺
で
は
全
く
一
致
し
な
い
場
合
が
多
く
、
後
漢
尺
を
使
用

し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

［
魏
尺
］　
「
歩
」
を
単
位
と
す
る
限
り
、
一
致
し
な
い
事
例
が
多

く
、
そ
の
使
用
は
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。
た
だ
し
、
石
塚
古
墳
、
矢
塚

古
墳
、
東
田
大
塚
古
墳
の
墳
丘
長
は
、
魏
尺
で
言
え
ば
四
〇
〇
尺
で

あ
り
、「
尺
」を
基
準
に
す
れ
ば
、良
く
一
致
し
て
い
る
と
見
な
せ
る
。

し
か
し
、
そ
の
場
合
に
は
、
後
円
部
径
を
三
分
の
八
〇
〇
尺
、
前
方

部
長
を
三
分
の
四
〇
〇
尺
と
表
現
す
る
必
要
が
あ
り
、
比
例
関
係
に

よ
る
企
画
を
持
ち
出
さ
な
け
れ
ば
説
明
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
墳

丘
長
を
四
〇
〇
尺
と
し
て
、
三
対
二
対
一
の
比
率
で
企
画
し
た
と
す

る
主
張
で
あ
る
が
、
二
重
の
意
味
で
、
そ
の
可
能
性
は
低
い
と
見
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

［
古
韓
尺
］　

非
常
に
良
く
一
致
し
て
い
る
。
後
漢
尺
や
魏
尺
と

の
対
比
で
言
え
ば
、
問
題
な
く
古
韓
尺
の
適
合
度
が
優
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

な
お
、
纏
向
近
辺
に
は
、
崇
神
陵
（
行
燈
山
古
墳
）、
景
行
陵
（
渋

谷
向
山
古
墳
）、
桜
井
茶
臼
山
古
墳
、
メ
ス
リ
山
古
墳
と
い
う
前
期

の
大
型
前
方
後
円
墳
が
あ
る
の
で
、
日
本
最
大
の
仁
徳
陵
（
大
仙
陵

古
墳
）
と
共
に
、
表
２
の
下
欄
部
分
に
示
す
。

こ
の
結
果
か
ら
も
、
古
韓
尺
が
良
い
一
致
を
示
し
て
い
て
、
古
韓

尺
が
纏
向
古
墳
群
で
偶
然
に
一
致
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
裏
付
け

て
い
る
。
な
お
、
仁
徳
陵
の
墳
丘
長
は
古
韓
尺
の
三
〇
〇
歩
で
あ
る

が
、
三
〇
〇
歩
と
は
一
里
の
こ
と
で
あ
る
。
箸
墓
の
墳
丘
長
も
古
韓

尺
の
一
八
〇
歩（
〇
・
六
里
）で
あ
り
、同
じ
墳
丘
長
を
持
つ
古
墳
に
、

景
行
陵
、土
師
ニ
サ
ン
ザ
イ
、作
山
、仲
津
媛
陵
が
あ
る
。
同
じ
く
、

墳
丘
長
が
古
韓
尺
の
一
五
〇
歩
（
〇
・
五
里
）
の
古
墳
に
、崇
神
陵
、

仲
哀
陵
、
室
宮
山
が
あ
る
。
超
大
型
前
方
後
円
墳
の
墳
丘
長
の
大
部

分
が
古
韓
尺
の
三
〇
歩
（
四
八
㍍
）
単
位
で
整
然
と
企
画
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
（
新
井
二
〇
〇
四
）。

ま
た
、
纏
向
近
辺
の
古
墳
の
中
に
は
、
ホ
ケ
ノ
山
古
墳
の
石
囲
い

木
槨
・
木
棺
、
桜
井
茶
臼
山
古
墳
の
竪
穴
式
石
室
な
ど
の
計
測
値
が

知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
計
測
値
も
古
韓
尺
で
整
理
す
る
と
次
の
よ
う

に
な
っ
て
い
て
、
極
め
て
良
く
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ホ
ケ
ノ
山
古
墳
（
岡
林
二
〇
〇
一
）　

　
　
　

石
囲
い
木
槨
の
長
さ	

六
・
七
㍍	

　
　
　
　
　
　
　

古
韓
尺
の
二
五
尺
（
六
・
七
㍍
）

　
　
　

石
囲
い
木
槨
の
巾	

二
・
七
㍍
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古
韓
尺
の
一
〇
尺
（
二
・
七
㍍
）

　
　
　

木
棺
の
長
さ	

五
・
三
㍍

　
　
　
　
　
　
　

古
韓
尺
の
二
〇
尺
（
五
・
三
㍍
）

　
　
　

木
棺
の
巾	

一
・
三
㍍

　
　
　
　
　
　
　

古
韓
尺
の
五
尺　

 

（
一
・
三
㍍
）

桜
井
茶
臼
山
古
墳
（
橿
考
研
二
〇
〇
九
）

　
　
　

竪
穴
式
石
室
の
長
さ	

六
・
七
五
㍍

　
　
　
　
　
　
　

古
韓
尺
の
二
五
尺
（
六
・
七
㍍
）

　
　
　

竪
穴
式
石
室
の
巾	

一
・
二
七
㍍

　
　
　
　
　
　
　

古
韓
尺
の
五
尺　

 
（
一
・
三
㍍
）

　
　
　

木
棺
の
長
さ	
四
・
八
九
㍍

		
	

古
韓
尺
の
一
八
尺
（
三
歩:	
四
・
八
㍍
）

５　

高
句
麗
積
石
古
墳
と
の
関
連

前
方
後
円
墳
の
源
流
に
つ
い
て
諸
説
あ
る
な
か
で
、
高
句
麗
の
前

方
後
円
形
積
石
塚
に
源
流
を
求
め
る
意
見
が
一
九
九
〇
年
代
に
出
さ

れ
た
。
全
浩
天
『
前
方
後
円
墳
の
源
流
・
高
句
麗
の
前
方
後
円
形
積

石
塚
』（
全
一
九
九
一
）
や
森
浩
一
『
騎
馬
民
族
の
道
は
る
か
』（
森

一
九
九
）
に
そ
の
概
要
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
他
に
、
李
成
市
・
早
乙

女
雅
博
編
『
古
代
朝
鮮
の
考
古
と
歴
史
』
の
中
で
も
、
北
朝
鮮
の
石

光
溶
の
報
告
（
石
二
〇
〇
二
）
と
し
て
集
録
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
主
な
根
拠
は
、
中
国
と
北
朝
鮮
の
国
境
に
流
れ
る
鴨
緑
江
中

流
沿
岸
の
松
岩
里
、
雲
坪
里
で
発
見
さ
れ
た
計
十
基
の
積
石
前
方
後

円
形
墓
で
あ
る
。
図
２
に
示
す
よ
う
に
形
が
良
く
似
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
指
摘
と
同
時
に
、
弥
生
後
期
の
四
隅
突
出
墓
に
つ
い
て
も
同

地
区
の
吉
林
省
に
ル
ー
ツ
が
あ
る
と
の
主
張
が
あ
る
。
何
か
と
日
本

文
化
の
源
流
を
朝
鮮
半
島
に
求
め
る
意
見
の
一
つ
と
し
て
、
日
本
に

お
い
て
は
必
ず
し
も
注
視
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
纏
向
型

図 2　北朝鮮の学者が前方後円墳だと言う古墳
（『古代朝鮮の考古学と歴史』石光溶の論文より）
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前
方
後
円
墳
と
同
時
期
の
徳
島
の
萩
原
１
号
墳
は
積
石
塚
型
で
あ

り
、
四
国
に
は
同
種
の
古
墳
が
多
数
存
在
し
て
い
る
。

今
回
、
纏
向
遺
跡
に
お
い
て
、
古
韓
尺
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
、
改
め
て
「
前
方
後
円
墳
の
源
流
」
と

し
て
の
高
句
麗
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
れ
は
、
古

韓
尺
の
使
用
が
確
実
な
将
軍
塚
や
太
王
陵
な
ど
の
積
石
古
墳
が
、
松

岩
里
と
雲
坪
里
に
挟
ま
れ
た
高
句
麗
の
集
安
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
古
墳
は
四
世
紀
代
で
あ
り
、
三
世
紀
に
遡

る
古
韓
尺
が
確
実
な
遺
跡
は
未
検
出
で
あ
る
。
し
か
し
、
高
句
麗
の

積
石
古
墳
の
原
型
が
紀
元
前
後
に
は
既
に
存
在
し
て
い
る
の
で
、
時

期
的
な
面
で
も
十
分
に
可
能
性
が
あ
る
。

か
く
し
て
、
纏
向
遺
跡
の
尺
度
は
、
単
な
る
計
量
史
上
の
問
題
を

越
え
て
、
前
方
後
円
墳
の
起
源
に
ま
で
関
連
し
て
く
る
。
そ
の
こ
と

と
相
俟
っ
て
、
や
や
も
す
れ
ば
等
閑
視
さ
れ
て
い
た
「
古
韓
尺
」

が
、
考
古
学
上
の
主
要
テ
ー
マ
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
も
意
味
し
て

い
る
。６　

纏
向
遺
跡
の
年
代
論

木
材
年
輪
年
代
や
炭
素
十
四
年
な
ど
の
科
学
的
な
手
法
も
相
俟
っ

て
、近
年
、纏
向
遺
跡
の
庄
内
式
期
の
年
代
が
繰
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
古
韓
尺
の
使
用
か
ら
見
る
と
、
そ
こ
に
は
高
句
麗
の
影
響

を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
高
句
麗
に
お
け
る
古
韓
尺
の
使
用
よ
り

も
纏
向
を
先
行
さ
せ
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
。

高
句
麗
が
朝
鮮
半
島
に
勢
力
を
増
大
し
た
の
は
、
魏
と
協
力
し
て

公
孫
氏
を
滅
ぼ
し
た
西
暦
二
三
八
年
前
後
で
あ
り
、
そ
れ
が
本
格
化

す
る
の
は
楽
浪
郡
を
滅
ぼ
し
た
三
一
三
年
以
降
で
あ
る
。

こ
の
点
に
関
連
し
て
、
釜
山
大
の
申
敬
澈
教
授
の
重
要
な
指
摘
が

あ
る
（
申
二
〇
〇
六
）。
そ
れ
は
金
官
伽
耶
の
陶
質
土
器
Ⅰ
段
階
が

西
晋
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
二
八
〇
年
頃
と
想
定
さ
れ
る
こ
と

と
、『
通
典
』
や
『
晋
書
』
の
太
康
六
年
（
二
八
五
）
に
み
え
る
鮮

卑
族
の
襲
撃
、
扶
余
王
族
の
沃
沮
へ
の
逃
亡
、
東
海
岸
か
ら
の
金
官

伽
耶
へ
の
移
動
と
時
期
的
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
句
麗
文

化
の
南
下
の
影
響
を
三
世
紀
末
と
す
る
見
解
で
あ
る
。
申
教
授
は
こ

の
見
解
を
基
に
し
て
、
日
本
の
布
留
０
式
期
の
始
ま
り
を
二
八
〇
年

以
降
に
お
く
年
代
観
を
示
し
て
い
て
、
近
年
の
日
本
の
年
代
観
に
比

較
し
て
数
十
年
の
遅
れ
が
あ
り
、
対
立
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
高
句
麗
に
源
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
古
韓
尺
の
使
用

か
ら
見
る
と
、
庄
内
式
期
の
始
ま
り
を
二
世
紀
末
と
す
る
よ
う
な
近

年
の
見
解
と
相
容
れ
な
い
も
の
を
感
ず
る
。

は
た
し
て
、
科
学
的
な
手
法
に
よ
る
年
代
論
は
、「
科
学
的
」
と

言
う
に
値
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
は
、
も
っ
と
も
「
科
学
」

に
近
い
と
こ
ろ
で
考
古
学
を
研
究
し
て
い
る
筆
者
に
と
っ
て
は
、「
科

学
的
な
測
定
結
果
」
を
恣
意
的
に
利
用
す
る
「
非
科
学
的
な
風
潮
」

を
、「
科
学
的
な
年
代
論
」
に
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
二
〇
〇
九
年
五
月
に
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
歴
博
）
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が
、
炭
素
14
年
を
基
に
し
て
、
箸
墓
の
築
造
時
期
を
二
四
〇
～

二
六
〇
年
と
す
る
発
表
（
春
成
二
〇
〇
九
）
を
行
っ
て
い
る
が
、
あ

ま
り
に
も
恣
意
的
な
手
法
を
用
い
て
い
る
と
し
て
、
相
互
批
判
を
控

え
目
に
し
て
い
る
考
古
学
界
に
あ
っ
て
さ
え
、
批
判
が
続
出
し
て
い

る
（
北
条
二
〇
〇
九
、
新
納
二
〇
〇
九
）。
し
か
も
、
こ
の
歴
博
の

発
表
に
は
、
明
ら
か
に
古
い
年
代
を
示
す
土
器
付
着
炭
化
物
の
炭
素

年
代
と
新
し
い
年
代
を
示
す
種
実
・
竹
・
小
枝
の
炭
素
年
代
が
混
在

し
て
い
て
、
そ
れ
ら
を
層
別
す
る
こ
と
を
怠
っ
て
お
り
、
事
実
の
認

識
に
お
い
て
さ
え
、
重
大
な
欠
陥
を
有
し
て
い
る
。

こ
の
歴
博
の
発
表
に
つ
い
て
、
筆
者
は
既
に
、
炭
素
14
年
測
定
結

果
を
土
器
炭
化
物
と
そ
れ
以
外
に
分
類
し
て
、
歴
博
の
年
代
観
の
も

と
で
再
作
成
し
た
図
３
を
提
示
し
、
土
器
付
着
物
に
注
目
す
れ
ば
箸

墓
の
指
標
年
代
で
あ
る
布
留
０
式
期
は
西
暦
二
三
〇
年
頃
ま
で
遡
っ

て
し
ま
う
し
、
そ
の
他
の
種
実
や
竹
・
小
枝
に
注
目
す
れ
ば
、
庄
内

３
式
期
が
西
暦
二
六
〇
年
以
降
と
な
り
、
歴
博
の
言
う
よ
う
に
、
ピ

ン
ポ
イ
ン
ト
に
絞
れ
る
状
況
に
は
全
く
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

（
新
井
二
〇
〇
九
ａ
）。
そ
の
上
、
筆
者
は
土
器
付
着
炭
化
物
の
炭

素
年
代
が
古
く
で
て
い
る
一
般
的
な
現
象
に
つ
い
て
、
繰
り
返
し
て

警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
真
に
意
味
す
る
と
こ
ろ

は
、
庄
内
３
式
期
が
西
暦
二
六
〇
年
以
降
に
な
る
可
能
性
が
高
い
と

言
う
点
に
あ
る
。

そ
の
他
に
も
、
庄
内
式
期
の
時
期
を
示
す
科
学
的
な
資
料
が
い
く

つ
も
提
供
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
列
挙
し
て
論
理
的
な
議
論
を

図 3　歴博の箸墓造営西暦 250 年説の図を書き換えたもの
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行
っ
て
み
よ
う
。

［
木
材
の
年
代
］　	

纏
向
石
塚
古
墳
の
周
濠
か
ら
出
た
ヒ
ノ
キ
板

の
年
輪
年
代
は
一
七
七
年
＋
α
、
勝
山
古
墳
の
周
濠
ク
ビ
レ
部
土
中

よ
り
検
出
さ
れ
た
ヒ
ノ
キ
板
は
一
九
九
年
＋
α
で
あ
る
。

ま
た
、
ホ
ケ
ノ
山
古
墳
の
木
棺
の
炭
素
14
年
は
５
点
平
均
で

一
九
〇
六
年
で
あ
り
、
日
本
産
樹
木
の
炭
素
14
年
を
参
考
に
す
る

と
、
西
暦
一
〇
〇
～
二
〇
〇
年
に
相
当
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
巨
木
の
伐
採
年
代
が
、
従
前
の
年
代
観
を

古
い
方
向
に
大
き
く
修
正
さ
せ
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ

う
。し

か
し
、
年
輪
年
代
を
測
定
で
き
る
よ
う
な
巨
木
、
あ
る
い
は
木

棺
な
ど
の
巨
木
は
、
必
ず
し
も
そ
の
年
代
が
遺
跡
の
年
代
を
意
味
し

な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
同
一
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
材
で
も
、
そ

の
年
輪
年
代
に
百
年
以
上
も
差
異
が
あ
る
こ
と
な
ど
珍
し
く
な
く

（
新
井
二
〇
〇
九
ｂ
）、
事
実
、
法
隆
寺
五
重
塔
や
法
起
寺
三
重
塔

の
心
柱
の
よ
う
に
伐
採
年
と
使
用
年
の
間
に
百
年
も
差
の
あ
る
例
も

判
明
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
巨
木
の
年
代
は
、「
そ
れ
以
降
」

を
示
す
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
下
限
時
期
に
つ
い
て
は
特
定
し
得
な
い

と
見
る
の
が
科
学
的
な
立
場
な
の
で
あ
る
。

［
炭
素
14
年
］　

炭
素
14
年
に
つ
い
て
は
、
土
器
付
着
炭
化
物
で

は
古
い
年
代
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
明
瞭
な
の
で
（
新
井
二
〇
〇
九

ｃ
）、
除
く
と
デ
ー
タ
は
か
な
り
限
定
さ
れ
る
。

纏
向
石
塚
古
墳
（
庄
内
式
期
）
の
周
濠
か
ら
出
た
五
十
年
ほ
ど

の
年
輪
を
持
つ
丸
太
の
炭
素
14
年
ウ
イ
グ
ル
マ
ッ
チ
ン
グ
の
結
果

は
、
西
暦
三
二
〇
年
頃
と
与
え
ら
れ
て
い
る
（
古
城
一
九
九
四
）。

し
か
し
、
最
近
の
日
本
産
樹
木
炭
素
14
年
を
用
い
れ
ば
、
三
四
〇
～

三
六
〇
年
に
修
正
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
弥
生
後
期
か
ら
古
墳
前

期
の
日
本
樹
木
の
炭
素
年
代
が
五
十
年
ほ
ど
古
く
で
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

こ
の
丸
太
は
、
古
墳
完
成
後
に
埋
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
古
墳
築
造
が
こ
の
丸
太
の
年
代
よ
り
も
前
で
あ
る
こ
と
は
確
か

で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
丸
太
が
他
所
か
ら
来
た
も
の
で
は
な
く
、

周
濠
に
自
生
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
古
墳
の
完
成
は
、
丸
太
の
時
期

よ
り
も
更
に
五
十
年
以
上
さ
か
の
ぼ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
想
定
さ
れ
る
築
造
時
期
は
、
西
暦
三
〇
〇
年

以
前
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
西
暦
二
五
〇
年
を
遡
る
こ
と
は
な
い
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
方
、
ホ
ケ
ノ
山
古
墳
の
中
心
埋
葬
位
置
か
ら
出
た
二
つ
の
小
枝

の
炭
素
14
年
は
一
七
一
〇
年
と
一
六
九
〇
年
で
あ
り
、
１
σ
の
推
定

範
囲
の
場
合
、
前
者
は
西
暦
二
六
〇
～
二
八
〇
年
（
17
％
）
と
西
暦

三
二
〇
～
三
九
〇
年
（
51
％
）、
後
者
は
西
暦
三
三
五
～
四
〇
〇
年

（
68
％
）
で
あ
る
（
奥
山
二
〇
〇
八
）。
素
直
に
見
れ
ば
ホ
ケ
ノ
山

古
墳
の
年
代
は
西
暦
三
二
〇
年
以
降
の
確
率
が
高
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

も
う
ひ
と
つ
の
資
料
は
、
歴
博
も
取
り
上
げ
た
東
田
大
塚
古
墳
の

布
留
０
式
期
か
ら
布
留
１
式
期
の
七
件
の
デ
ー
タ
で
あ
る
。
そ
の
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内
、
炭
素
14
年
が
一
八
五
〇
年
を
示
し
た
ウ
リ
種
子
を
除
く
と
、
炭

素
14
年
は
一
六
五
〇
～
一
七
六
〇
年
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
た
だ

し
、
恣
意
的
な
検
討
は
避
け
た
い
の
で
、
一
八
五
〇
年
の
デ
ー
タ
も

含
め
て
平
均
値
を
求
め
る
と
一
七
三
六
年
で
あ
り
、
西
暦
二
六
〇
～

三
三
〇
年
（
68
％
）
で
あ
る
。
日
本
産
樹
木
の
炭
素
14
年
に
よ
る
な

ら
ば
、
推
定
の
下
限
値
は
さ
ら
に
下
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
庄
内
式
期
か
ら
布
留
０
式
期
へ

の
移
行
時
期
は
、
木
材
年
輪
年
代
に
よ
っ
て
繰
上
げ
ら
れ
る
以
前
の

西
暦
三
〇
〇
年
頃
と
考
え
る
こ
と
も
十
分
に
で
き
る
の
で
あ
る
。

７　

漢
尺
に
よ
る
古
墳
築
造
企
画
論
の
批
判

周
知
の
よ
う
に
、
古
墳
に
関
す
る
築
造
企
画
論
や
尺
度
論
は
枚
挙

に
暇
が
な
い
。
ひ
と
つ
の
古
墳
に
ひ
と
つ
の
尺
度
論
が
あ
る
と
揶
揄

さ
れ
る
ほ
ど
「
百
家
争
鳴
」
の
状
態
に
あ
る
。
活
発
な
議
論
は
、
そ

れ
自
体
、
好
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
考
古
学
の
専
門
家
の
中
に
さ

え
、
パ
ズ
ル
ゲ
ー
ム
の
よ
う
に
モ
ノ
サ
シ
を
当
て
は
め
て
み
て
は
、

独
自
の
説
を
出
し
て
い
る
の
を
見
か
け
る
。

例
え
ば
、
箸
墓
の
墳
丘
長
が
漢
尺
の
一
二
〇
〇
尺
、
後
円
部
径
が

七
〇
〇
尺
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
漢
尺
一
〇
〇
尺
の
方
眼
を
測
量
図

に
当
て
は
め
て
検
討
し
て
い
る
例
や
、
帆
立
貝
式
古
墳
に
つ
い
て
漢

尺
を
用
い
た
と
主
張
し
て
い
る
例
な
ど
で
あ
る
。
今
回
の
纏
向
の
建

物
群
の
計
測
値
と
本
稿
の
議
論
を
参
考
に
し
て
、
こ
れ
ら
の
諸
説
が

再
検
討
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
願
っ
て
い
る
。

８　

ま
と
め

纏
向
遺
跡
の
建
物
群
の
計
測
値
は
、
品
質
の
良
い
も
の
と
し
て

は
、日
本
で
最
も
古
い
も
の
で
あ
り
、日
本
に
お
け
る
計
量
史
に
と
っ

て
、
極
め
て
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
古
墳
時
代
の
尺
度
を
語
る
場
合

に
は
、
こ
の
遺
跡
資
料
を
無
視
し
て
議
論
す
る
こ
と
は
も
は
や
許
さ

れ
な
い
。

筆
者
は
永
年
に
わ
た
り
、
東
ア
ジ
ア
、
特
に
朝
鮮
半
島
と
日
本
に

「
古
韓
尺
」
と
言
う
二
六
・
七
㌢
の
計
測
単
位
が
存
在
し
て
い
た
こ

と
を
検
証
し
て
き
た
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、『
ま
ぼ
ろ
し
の
古

代
尺
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
）
や
『
理
系
の
視
点
か
ら
み
た

考
古
学
の
論
争
点
』（
大
和
書
房
、
二
〇
〇
七
）
を
初
め
と
し
て
、

十
七
編
ほ
ど
の
研
究
論
文
と
し
て
、
日
本
文
ば
か
り
で
な
く
、
英
文

や
韓
文
で
も
発
表
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、
最
近
、『
計
量
史
研

究
』
第
三
一
巻
第
二
号
に
発
表
し
た
「
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
古
韓
尺

遺
跡
」
で
は
、
本
稿
に
示
し
た
高
句
麗
に
お
け
る
古
韓
尺
遺
跡
を
数

多
く
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
要
約
を
本
稿
の
付
論
と
し
て
載
せ
る
。

筆
者
と
し
て
は
、
こ
の
度
、
こ
の
「
古
韓
尺
」
が
纏
向
遺
跡
の
建

物
群
や
纏
向
の
古
墳
群
の
計
測
値
に
よ
っ
て
、
疑
問
の
余
地
の
な
い

ほ
ど
の
形
で
検
証
で
き
た
こ
と
を
率
直
に
喜
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
成
果
よ
り
も
、
こ
の
結
果
が
も
た
ら
す
「
古
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墳
期
開
始
時
期
」
に
つ
い
て
の
議
論
に
大
き
な
資
料
を
提
供
で
き
た

と
思
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
今
回
の
議
論
の
過
程
で
得
ら
れ
た
考
察
な
ど
を
個
条

書
き
の
形
で
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
て
示
す
。

①
纏
向
遺
跡
で
は
「
後
漢
尺
」
の
使
用
さ
れ
た
形
跡
が
全
く
認
め
ら

れ
な
い
。
も
し
、
中
国
の
尺
度
が
用
い
ら
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、

魏
尺
以
降
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
庄
内
式
期
の
始
ま
り

を
二
世
紀
後
半
と
す
る
多
く
の
見
解
と
矛
盾
す
る
。
し
た
が
っ

て
、
現
在
の
庄
内
式
期
の
年
代
観
に
誤
り
が
あ
る
か
、
ま
た
は
中

国
系
の
尺
度
が
使
わ
れ
ず
、
他
の
尺
度
（
古
韓
尺
や
日
本
固
有
の

尺
度
）
が
使
用
さ
れ
た
か
の
択
一
の
問
題
と
な
る
。

②
し
か
も
、
纏
向
の
古
墳
群
は
別
と
し
て
、
建
物
群
の
み
を
対
象
と

す
れ
ば
、
魏
尺
（
二
四
・
〇
㌢
）
の
使
用
も
十
分
に
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
魏
尺
の
長
さ
が
二
四
・
〇
㌢
に
到
達
す
る
の
は
、
お

そ
ら
く
卑
弥
呼
遣
使
の
二
四
〇
年
頃
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
る
な
ら

ば
、庄
内
式
期
の
始
ま
り
は
、二
四
〇
年
以
降
と
な
っ
て
し
ま
う
。

庄
内
式
期
年
代
の
通
説
を
認
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
逆
に
、
魏
尺
が

使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
筆
者
は
建
物
に
の
み
魏
尺
を
用
い
、
古
墳
築
造
に
は
他
の
尺
度
を

用
い
た
と
す
る
議
論
を
認
め
な
い
立
場
な
の
で
、
纏
向
遺
跡
全
体

で
は
魏
尺
が
使
用
さ
れ
た
と
は
考
え
な
い
。

④
そ
の
上
、
纏
向
の
古
墳
群
も
建
物
群
も
「
古
韓
尺
」
に
極
め
て
良

く
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
見
る
な
ら
ば
、
も
は
や
「
古
韓
尺
」
の

使
用
は
仮
説
の
域
を
超
え
て
、
事
実
と
し
て
認
定
す
べ
き
段
階
で

あ
ろ
う
。

⑤
「
古
韓
尺
」
が
遺
跡
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
最
も
早
い
も
の
は
、

四
世
紀
の
将
軍
塚
古
墳
や
太
王
陵
に
代
表
さ
れ
る
高
句
麗
石
積
古

墳
群
で
あ
る
。
高
句
麗
の
古
墳
研
究
に
よ
れ
ば
、
そ
の
祖
形
は
三

世
紀
は
も
と
よ
り
、
二
世
紀
ま
で
遡
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
纏
向
に
代
表
さ
れ
る
初
期
の
前
方
後
円
墳
が
高

句
麗
の
影
響
に
よ
っ
て
成
立
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
も
そ
も
、

日
本
の
前
方
後
円
墳
の
成
立
と
関
連
し
て
、
一
九
九
一
年
に
は
中

国
と
北
朝
鮮
の
国
境
の
松
岩
里
、
雲
坪
里
で
石
積
み
の
前
方
後
円

形
の
遺
跡
が
十
基
ほ
ど
見
付
か
っ
て
お
り
、
日
本
の
前
方
後
円
墳

の
源
流
か
も
知
れ
な
い
と
し
て
、
一
部
の
研
究
者
は
注
目
し
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。

⑥
纏
向
の
古
墳
群
と
共
に
、
日
本
に
お
け
る
初
期
の
古
墳
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
る
徳
島
の
萩
原
１
号
墳
は
積
石
塚
と
呼
ば
れ
て
い

て
、
類
型
が
か
な
り
多
く
存
在
し
て
い
る
。
更
に
は
、
弥
生
後
期

の
鳥
取
や
吉
備
の
四
隅
突
出
墓
の
源
流
が
高
句
麗
地
域
の
吉
林
省

に
あ
る
と
の
見
解
も
あ
る
。
そ
の
状
況
の
中
で
、
高
句
麗
と
纏
向

で
同
一
の
尺
度
「
古
韓
尺
」
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た

の
で
あ
る
か
ら
、
古
墳
の
原
形
を
巡
る
議
論
に
弾
み
が
つ
く
の
は

間
違
い
な
い
と
考
え
て
い
る
。

⑦
年
輪
年
代
法
や
炭
素
14
年
法
の
よ
う
な
科
学
的
な
手
法
を
用
い
た

年
代
論
は
、
も
っ
と
も
「
科
学
」
に
近
い
と
こ
ろ
で
考
古
学
を
研
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究
し
て
い
る
筆
者
に
と
っ
て
、
科
学
的
な
議
論
と
受
取
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
が
多
く
、
近
年
の
議
論
を
批
判
的
に
検
討
す
る
と
、

庄
内
式
期
や
布
留
式
期
の
年
代
を
特
定
で
き
た
と
す
る
論
考
に
、

恣
意
的
な
過
程
を
多
く
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
総
合
的
に
判

断
す
る
と
、
庄
内
式
期
か
ら
布
留
０
式
期
へ
の
移
行
時
期
は
、
木

材
年
輪
年
代
に
よ
っ
て
繰
上
げ
ら
れ
る
以
前
の
説
、
西
暦
三
〇
〇

年
頃
と
考
え
る
こ
と
も
十
分
に
で
き
る
の
で
あ
る
。「
古
韓
尺
」

か
ら
見
る
な
ら
ば
、
科
学
的
な
手
法
に
基
づ
い
て
繰
上
げ
ら
れ
た

纏
向
の
庄
内
式
期
の
時
代
観
は
古
過
ぎ
る
よ
う
に
思
う
。

⑧
最
後
に
な
る
が
、
古
墳
に
関
す
る
築
造
企
画
論
や
尺
度
論
に
お
い

て
、
漢
尺
説
を
採
る
研
究
者
も
多
い
が
、
今
回
の
纏
向
の
建
物
群

の
計
測
値
を
契
機
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
諸
説
が
再
検
討
さ
れ
る
こ

と
を
強
く
願
っ
て
い
る
。

付
論　

古
韓
尺
に
つ
い
て

古
韓
尺
と
は
、
筆
者
が
四
世
紀
か
ら
八
世
紀
の
朝
鮮
半
島
な
ら
び

に
日
本
を
対
象
に
、
古
墳
形
状
や
宮
殿
・
寺
院
の
建
物
柱
間
間
隔
や

配
置
関
係
に
つ
い
て
，膨
大
な
計
測
デ
ー
タ
を
収
集
し
，コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
定
量
的
な
解
析
に
よ
っ
て
，
そ
の
中
か
ら
「
最
も
良
く
合
う
尺

度
」
と
し
て
選
び
出
し
て
提
案
し
た
尺
度
で
あ
る
。

い
わ
ば
帰
納
的
な
方
法
に
よ
っ
て
導
出
さ
れ
た
尺
度
で
あ
り
、
そ

れ
ま
で
の
定
説
、
す
な
わ
ち
高
麗
尺
説
を
覆
し
て
、
簡
単
に
市
民
権

を
得
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
存
在
を
一
九
九
〇
年
に
初

め
て
紹
介
し
て
か
ら
、
間
も
な
く
二
十
年
に
な
る
。
そ
の
間
、
古
韓

尺
に
関
し
て
、文
献
史
料
に
よ
る
検
証
、土
地
制
度
と
の
関
係
解
析
、

東
ア
ジ
ア
計
量
史
上
の
位
置
付
け
な
ど
、
多
面
的
な
研
究
を
続
け
る

と
共
に
、
新
た
な
遺
跡
資
料
な
ど
の
収
集
に
つ
と
め
、
関
連
し
て
発

表
し
た
論
文
も
既
に
十
七
件
、
著
書
も
二
冊
出
版
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
現
在
で
は
、
学
説
と
し
て
は
、
一
応
の
認
知
を
得
た
も
の

と
考
え
て
い
る
。

そ
う
は
言
っ
て
も
、
未
だ
研
究
途
上
の
学
説
で
あ
る
こ
と
は
否
め

ず
、
更
な
る
発
展
の
た
め
に
は
、
後
続
の
研
究
者
に
待
つ
と
こ
ろ
大

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
つ
い
最
近
「
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
古
韓
尺
遺

跡
」
の
資
料
集
を
『
計
量
史
研
究
』
に
発
表
し
た
。

今
回
、
纏
向
遺
跡
に
お
い
て
検
出
さ
れ
た
古
韓
尺
は
、
日
本
の
前

方
後
円
墳
の
源
流
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
高
句
麗
積
石
古
墳
と
の

関
連
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
資
料
集
の
内
、
主
と
し
て
高
句
麗
遺
跡

に
関
す
る
部
分
に
つ
い
て
、
参
考
の
た
め
要
約
し
て
収
録
し
て
お
き

た
い
。

 ［
高
句
麗
方
壇
階
梯
積
石
墓
］ 

高
句
麗
の
積
石
塚
は
時
代
に
よ
り
形
が
変
わ
り
、
積
石
墓
、
方
壇

積
石
墓
、
方
壇
階
梯
積
石
墓
な
ど
と
分
類
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も

古
い
積
石
塚
の
中
に
は
、
高
句
麗
建
国
以
前
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も

あ
る
。
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方
壇
積
石
塚
は
下
が
四
角
形
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
三
世
紀
に

入
っ
て
か
ら
発
達
し
た
と
考
え
ら
れ
、
四
世
紀
に
な
る
と
積
石
が
段

状
に
な
る
方
壇
階
梯
式
積
石
塚
へ
と
発
展
す
る
。
方
壇
階
梯
式
積
石

塚
の
形
式
を
持
つ
古
墳
と
し
て
は
、
鴨
緑
江
中
流
の
中
国
吉
林
省
集

安
に
見
ら
れ
る
大
王
陵
、
将
軍
塚
な
ど
九
基
が
知
ら
れ
て
い
て
、
い

ず
れ
も
王
陵
ク
ラ
ス
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
方
壇
階
段
式
石
積
塚
に
つ
い
て
は
、
昭
和
十
三
年
か
ら

十
五
年
に
か
け
て
、
池
内
宏
ら
に
よ
り
調
査
さ
れ
、
そ
の
測
量
図
が

『
通
溝
・
巻
上
』
に
記
載
さ
れ
、
国
書
刊
行
会
の
復
刻
版
（
池
内

一
九
七
三
）
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
内
で
、
尺
度
を
議
論
で

き
る
よ
う
な
古
墳
は
、
将
軍
塚
、
大
王
陵
、
兄
塚
、
弟
塚
、
折
天
井

な
ど
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の

平
面
図
を
図
４
に
ま
と
め

て
示
す
。

こ
れ
ら
の
平
面
図
か

ら
、
各
古
墳
の
各
段
の
辺

長
を
図
測
し
て
、
そ
れ
ら

の
辺
長
が
古
韓
尺
と
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か

を
整
理
し
た
表
を
表
３
に

示
す
。
な
お
、
将
軍
塚
と

大
王
陵
に
つ
い
て
は
、
陵

域
も
知
ら
れ

て
い
る
の
で
底
辺
長
と
共
に
整
理
し
て
、
表
４
に
示
す

が
、
古
韓
尺
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
例
外
な
く
良
好
な
対
応

関
係
が
得
ら
れ
て
い
る
。

更
に
は
、
将
軍
塚
古
墳
と
太
王
陵
古
墳
の
近
く
に
、

広
開
土
王
碑
が
あ
る
が
、
こ
の
文
字
枠
の
大
き
さ
は

一
三
・
四
㌢
で
ち
ょ
う
ど
古
韓
尺
の
五
寸
で
あ
り
、
こ
れ

も
古
韓
尺
の
有
力
な
証
左
と
考
え
る
。

［
東
明
王
陵
］	

平
壌
市
の
東
南
に
あ
る
東
明
王
陵
は
石
室
封
土
墓
で

古墳名 	部位 辺長
m

古韓尺
尺 歩 ㎝

将軍塚 	基壇 32.5 120 20 27.1
	１壇 29.6 110 26.9
	２壇 26.7 100 26.7
	３壇 24.1 90 26.8
	４壇 21.5 80 26.9
	５壇 18.9 70 27.0
	６壇 16.1 60 26.8
	７壇 13.4 50 26.8
	上壇 8.0 30 26.7
	石室 5.3 20 26.5

太王陵 	基壇 65.0 240 40 27.1
	１壇 56.0 110 26.9

兄塚 	基壇 22.6 84 14 26.9
	１壇 19.2 72 12 26.6
	２壇 16.4 60 10 27.3
	３壇 13.5 50 27.0

弟塚 	基壇 18.8 70 26.8
	１壇 15.8 60 10 26.4
	２壇 13.4 50 26.8
	３壇 10.8 40 27.0

折天井 	基壇 21.2 80 26.5
	１壇 18.5 70 26.5
	石室 4.0 15 26.7

表３　高句麗石積墓辺長の古韓尺対応表

	部位 辺長
m

古韓尺
尺 歩 ㎝

	将軍塚 32.5 120 20 27.1
	将軍塚陵域 96 60 26.7

	太王陵 65 240 40 27.1
	太王陵領域 320	* 200 26.7

	千秋塚 80	? 50 26.7
	西大塚 55 35 26.2
	兄塚 22.6 84 14 26.9
	弟塚 18.8 70 26.9

	折天井塚 21.2 80 26.5

表 4　高句麗石積墓 · 陵域の古韓尺対応表
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図 4　高句麗方檀階段式石積墓の平面図（復刻版『通溝』上巻より）
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あ
り
、
金
日
成
総
合
大
学
に
よ
り
調
査
さ
れ
て
『
五
世
紀
の
高
句
麗

文
化
』（
金
日
成
一
九
八
五
）
に
そ
の
実
測
図
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

原
図
に
は
サ
イ
ズ
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
添
付
尺
に
基
づ
き
、

主
要
な
部
分
に
つ
い
て
長
さ
を
計
算
し
て
、
図
５
に
付
記
し
て
示

す
。
ま
た
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
古
韓
尺
の
適
合
状
態
を
表
５
に

示
す
。	

［
石
村
洞
積
石
古
墳
］

ソ
ウ
ル
市
の
漢
江
南
岸
に
あ
る
石
村
洞
古
墳
群
は
、
典
型
的
な

積
石
古
墳
で
あ
り
、
高
句
麗
古
墳
の
影

響
を
受
け
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
時

代
的
に
も
高
句
麗
の
将
軍
塚
な
ど
よ
り

も
む
し
ろ
古
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

一
九
八
八
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
先
立

ち
、
調
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
い
く
つ
か

は
公
園
内
に
復
元
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
尺
度
を
論
じ
る
こ
と
の

で
き
る
の
は
、
２
号
墳
と
４
号
墳
で
あ

る
。
２
号
墳
に
つ
い
て
は
、『
石
村
洞

１
・
２
号
墳
』（
金
一
九
八
九
）、
４
号
墳
に
つ
い
て
は
『
石
村
洞
積

図 5　東明王陵の外形実測図

古墳名 部位 辺長 辺長
m

古韓尺
尺 ㎝

２号墳 １壇 東西 17.4 65 26.8
南北 16.2 60 27.0

２壇 東西 13.4 50 26.8
南北 12.2 45 27.1

３壇 東西 9.4 35 26.9
南北 8.2 30 27.3

４壇 東西 5.4 20 27.0
南北 4.2 16 26.3

４号墳 基壇 辺長 24.0 90 26.7
１壇 〃 17.3 65 26.6
２壇 〃 13.3 50 26.6
３壇 〃 9.4 35 26.9
墓槨 〃 4.8 18 26.7

	部位 辺長 古韓尺
尺 ㎝

	外面底辺 32.0 120 26.7
	墳丘辺 21.5 80 26.8

	前方礎石巾 10.7 40 26.7
	前方礎石間 8.0 30 26.7

	玄室 4.2 16 26.3

表 5　東明王陵の平面図

表 6　石村洞積石古墳群の古韓尺対応表



55

「古韓尺」で作られた纏向大型建物群

石
塚

発
掘
調
査
報
告
』（
ソ
ウ
ル
大
一
九
七
五
）
に
基
づ
い
て
、
辺
長
な

ど
を
拾
い
、
古
韓
尺
と
の
対
応
関
係
を
整
理
す
る
と
表
６
の
よ
う
に

な
る
。
な
お
、
４
号
墳
に
つ
い
て
は
図
６
に
発
掘
調
査
を
基
に
し
た

復
元
図
を
示
す
。

［
安
鶴
宮
］	

安
鶴
宮
は
平
壤
の
大
城
山
の
南
麓
に
あ
る
位
置
す
る
高
句
麗
の
遺

跡
で
あ
り
、西
暦
四
二
七
年
（
長
寿
王
十
五
年
）
か
ら
五
六
七
年
（
平

原
王
九
年
）ま
で
の
間
、高
句
麗
全
盛
期
の
首
都
の
王
宮
で
あ
っ
た
。

石
と
土
を
混
ぜ
て
積
み
上
げ
ら
れ
た
平
行
四
辺
形
状
の
城
壁
は
総
延

長
約
二
・
四
㎞
で
、
そ
の
中
に
、
南
宮
、
中
宮
、
北
宮
、
西
宮
、
東

図 6　石村洞石積 2号墳復元図

宮殿名称 回廊 全長 列 桁行
ｍ

古韓尺 梁行
ｍ尺 ㎝

	南宮 一号宮 東西複回廊 110.7 26 4.26 * 16 26.7 4.25
〃 前複回廊 128.8 30 4.29 * 16 26.9 4.25

					 二号宮 東単回廊 161.0 　 4.25 16 26.6 4.25
	中宮 一号宮 東西単回廊 98.3 23 4.27 * 16 26.7 4

〃 前面複回廊 103.5 4.25
〃 宮殿 87.0 19 4.58 * 17 27.0

二号宮 北単回廊 55.5 14 3.97 * 15 26.5 4
	北宮 一・二号宮 東西複回廊 55.0 13 4.23 16 26.5 4

〃 東西単回廊 45.5 4.25
三・四・五号宮 東単回廊 70.0 4.25

六・七号宮 西複回廊 100.8 24 4.20 16 26.3 3.8
	西宮 南回廊 93.0 25 3.72 * 14 26.6 4

二号宮 宮殿 21.3 5 4.25 16 26.6

表 7　高句麗安鶴宮の回廊桁行などの古韓尺適合

* 印は計算結果。印なしは報告書記載の数値。
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宮
が
あ
り
、
各
宮
殿
は
回
廊
で
区
切
ら
れ
て
い
た
。

数
次
に
わ
た
り
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
概
要
が
『
大

城
山
の
高
句
麗
遺
跡
』（
金
日
成
一
九
七
三
）
に
報
告
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
抄
訳
も
あ
る
（
水
谷
一
九
八
三
）。

建
物
址
に
は
、
礎
石
は
あ
ま
り
残
っ
て
い
な
い
が
、
礎
石
下
の
基

礎
施
設
の
配
置
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
て
、
等
間
隔
の
回
廊
な
ど
で

は
柱
間
隔
を
正
確
に
知
る
こ
と
が
で
き
き
る
。
ま
た
一
部
の
宮
殿
に

つ
い
て
も
、
等
間
隔
の
柱
間
が
見
ら
れ
、
そ
の
平
均
値
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

報
告
書
に
記
載
さ
れ
た
回
廊
長
と
配
置
図
の
関
係
か
ら
、
各
回
廊

の
柱
間
を
計
算
し
て
、
表
７
に
示
す
。
表
中
＊
印
の
つ
い
て
い
る
も

の
が
計
算
値
で
あ
る
。
そ
の
他
、
報
告
書
に
は
回
廊
の
桁
行
、
梁
行

に
つ
い
て
柱
間
を
直
接
示
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
の
で
併
記
す
る
。

こ
れ
ら
は
、
計
測
値
と
し
て
の
精
度
が
多
少
劣
る
が
、
そ
の
多
く
が

四
・
二
五
㍍
と
か
四
・
〇
㍍
と
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
個
々
の
測
定
値

と
い
う
よ
り
は
、
遺
跡
全
体
を
通
し
て
の
調
査
者
の
認
識
を
示
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
古
韓
尺
の
十
六
尺
と
十
五
尺
に
対

応
し
て
い
る
。
古
韓
尺
の
尺
長
は
二
六
・
七
㌢
と
計
算
さ
れ
、
回
廊

桁
行
や
梁
行
の
解
析
結
果
と
良
く
一
致
し
て
い
る
。

［
新
羅
の
例
］

新
羅
の
遺
跡
と
し
て
は
、
朝
鮮
半
島
最
大
の
寺
院
・
慶
州
皇
龍
寺

の
伽
藍
に
古
韓
尺
を
明
瞭
に
認
め
て
い
る
他
に
、
二
聖
山
城
の
長
方

形
建
物
二
棟
、
慶
州
芬
皇
寺
、
鶏
林
北
便
建
物
、
慶
州
南
山
長
倉
な

ど
が
古
韓
尺
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
。
詳
細
は
省
略
す
る
。

［
百
済
の
例
］

百
済
で
最
大
で
七
世
紀
始
め
百
済
武
王
の
頃
に
作
ら
れ
た
と
伝
え

ら
れ
る
益
山
の
弥
勒
寺
は
、
三
つ
の
寺
院
を
ひ
と
つ
に
し
た
よ
う

に
、
門
と
塔
と
金
堂
の
セ
ッ
ト
が
三
組
あ
る
。
近
く
に
あ
る
益
山
王

宮
里
寺
と
共
に
、
古
韓
尺
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
も

陵
山
里
寺
遺
跡
や
扶
余
定
林
寺
に
古
韓
尺
の
例
を
見
る
。

	建物 	項目 実測値
cm ｎ

古韓尺
尺 ㎝

	金堂 	初重側柱狭間 216.4 48 8.0 27.1
	初重側柱広間 323.2 60 12.0 26.9
	初重内陣廻り 323.5 60 12.0 27.0
	初重外陣柱間 216.0 48 8.0 27.0
	上重両端の間 188.6 48 7.0 26.9
	上重側面中間 296.9 12 11.0 27.0
	上重中央中間 309.0 24 11.5 26.9

	五重塔 	初重中央間 266.7 20 10.0 26.7
	初重端間 187.7 7.0 26.8
	二重中央 241.9 9.0 26.9
	二重端間 162.5 6.0 27.1
	三重中央 214.8 8.0 26.9
	三重端間 134.50 5.0 26.9
	四重中央 187.9 7.0 26.8
	四重端間 106.9 4.0 26.7

	五重 161.7 6.0 27.0
	回廊 	桁行・梁行 375.0 14.0 26.8

表 8　奈良法隆寺の建物の古韓尺適合
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「古韓尺」で作られた纏向大型建物群

［
奈
良
法
隆
寺
］

日
本
の
例
と
し
て
は
、奈
良
法
隆
寺
が
古
韓
尺
で
作
ら
れ
て
い
る
。

法
隆
寺
は
現
存
す
る
建
物
で
あ
り
、
こ
れ
以
上
に
品
質
の
よ
い
計

測
値
を
望
み
得
な
い
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
古
韓
尺
よ
り
も
良
く

合
う
尺
度
を
検
出
す
る
こ
と
は
お
そ
ら
く
不
可
能
な
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
資
料
一
件
だ
け
で
、
日
本
に
お
け
る
古
韓
尺
の

存
在
を
立
証
し
得
る
も
の
と
考
え
、
表
８
に
例
示
す
る
に
留
め
る
。

法
起
寺
、
法
輪
寺
な
ど
の
白
鳳
寺
院
、
あ
る
い
は
飛
鳥
寺
な
ど
の
最

古
の
寺
院
も
古
韓
尺
に
良
く
一
致
し
て
い
る
。

な
お
、
今
ま
で
に
、
朝
鮮
半
島
か
ら
も
日
本
か
ら
も
古
墳
時
代
以

前
の
モ
ノ
サ
シ
は
ひ
と
つ
も
出
土
し
て
い
な
い
。
そ
の
中
で
、
静
岡

県
の
伊
場
遺
跡
か
ら
は
、
丸
捧
状
の
木
材
に
古
韓
尺
の
目
盛
と
同
じ

も
の
が
き
ざ
ま
れ
た
遺
物
が
出
て
い
る
。
こ
れ
は
、
単
な
る
定
規
を

意
味
す
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
が
モ
ノ
サ
シ
で
あ
る
可
能
性
も
高

い
。そ

の
他
に
は
、
江
田
船
山
古
墳
か
ら
出
土
し
た
鉄
剣
の
銘
文
中
に

「
四
尺
廷
刀
」
と
あ
る
こ
と
と
、
鉄
剣
の
復
元
長
（
一
部
に
欠
落
が

あ
る
）
が
一
〇
七
㌢
で
あ
る
こ
と
か
ら
、尺
長
二
六
・
七
㌢
を
求
め
、

こ
れ
が
古
韓
尺
と
一
致
し
て
い
る
と
の
報
告
（
東
博
一
九
九
三
）
も

あ
る
。
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